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要旨

がんの分子理解は著しく進展しているものの、進行がん
の予後はいまだ厳しく、治療抵抗性や再発へのアプローチ
が大きな課題である。我々はマルチオミクス解析に基づき、
難治がんの標的探索と発がん機構の解明に取り組んでい
る。スキルス胃がんにおける新規治療標的の同定（Nature
Cancer, 2021）や、透析腎がんの前がん病変の機構解明
（Cancer Discovery, 2025）を中心に、臨床応用可能な治
療戦略創出に向けた取り組みを紹介する。
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